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ミッション
Crossrefは、学術コミュニケーションの向上を目的とする非営利の会員制組

織です。研究資産（デジタルオブジェクト）を発見、引用、相互参照、評価、
再利用しやすくすることを使命としています。

ビジョン

私たちは、研究機関、人、成果物、活動を相互に結びつける、豊かで再利
用可能な関係性のオープンネットワークを構想しており、それが世界中のコミュ

ニティによって永続的に築き上げられ、社会貢献のための学術的記録となるこ
とを願っています。

ミッションとビジョン



167カ国から25,000の組織会員
– 会員の51％がアジアに拠点を置いている
– 会員の40％が大学または研究者主導の組織
– 会員の6％がGEM対象国に拠点を置いている

140のスポンサー組織、42名のアンバサダー

DOI付きオープンメタデータレコードが1億8,300万件登録されている

DOIリンクが毎月14億回参照・利用されている（全DOI利用の93%）

何十万ものシステムがCrossrefのオープンメタデータを取得・再利用しており、
毎月21億件のクエリ（照会）が行われています。

Crossrefの規模



メタデータの品質の重要性



リサーチ・ネクサス 私たちが目指すもの

●学術的記録を構成する分散した

要素を統合すること

●関係性をよりよく把握できるように

すること（PIDを超えた視点）

●内部情報を公開する

●複数主体によるアサーションを可能

にすること

●エビデンス。来歴。永続性。

●このうち60%は実現可能であり

残りは将来的な目標である



メタデータのベストプラクティス：DOIレコードの充実

https://www.crossref.org/members/prep/



Crossref Grant Linking System



GLSの実践
（助成金と研究成果の連携！）

このeLifeの論文は...

…Wellcome 
TrustのCrossref
grant ID

…（下にスクロールすると）…



GLSの実践
（オープンメタデータを参照・利用してください）

これは、同じeLife論文のメタデ
ータレコードです

これは3つの助成機関に関する
Open Funder Registry 
です

各助成機関は内部的な助成
金IDを持っているが、これは助
成機関によって作成された永続
的識別子です



GLSの実践
（オープンメタデータを参照・利用してください）

さらに、同じeLife論文のメタデ
ータレコードにおいて

関係性のメタデータ。
バージョンと査読に関する情報を
リンクさせています

また、「is-financed-by」の関
係性によって、この論文と実際の
助成金を関連付けています。



助成機関の視点
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